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明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
建
物
が
残

り
、
戦
前
の
下
関
の
様
相
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
唐
戸
交
差
点
。

わ
が
町
の
自
慢
の
一
つ
に
し
た
い
歴

史
的
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
日
本
有
数

の
交
差
点
で
す
。

　
こ
の
交
差
点
の
一
角
に
、
現
存
最

古
の
現
役
郵
便
局
舎
で
あ
る
下
関
南な

部べ

町
郵
便
局
庁
舎（
旧
赤あ

か
ま
が
せ
き

間
関
郵
便
電

信
局
）が
あ
り
ま
す
。
明
治
３３（
１
９
０

０
）年
、
外と

ば
ま浜
町
か
ら
南
部
町
に
移
転

し
ま
し
た
。
新
築
さ
れ
た
庁
舎
で
は
、

１１
月
５
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

　
煉
瓦
造
２
階
建
の
ル
ネ
サ
ン
ス
様

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
９
月
１５
日
か
ら
１８

日
ま
で
の
４
日
間
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
で
開
催
さ

れ
た
、
第
６５
回
Ｉ
Ｗ
Ｃ（
国
際
捕
鯨
委
員

会
）年
次
会
合
に
、
下
関
市
議
会
木
本

副
議
長
と
共
に
日
本
政
府
代
表
団
の
一

員
と
し
て
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
会
場

は
、
ポ
ル
ト
ロ
ー
ジ
ュ
と
い
う
ス
ロ
ベ

ニ
ア
の
首
都
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
か
ら
約
１４０

㌔
離
れ
た
所
で
す
。

　
今
回
の
Ｉ
Ｗ
Ｃ
年
次
会
合
は
、
日
本

が
行
っ
て
い
る
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査

に
対
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
が

出
た
後
、
初
め
て
開
催
さ
れ
る
年
次
会

合
で
し
た
。
判
決
を
受
け
て
新
た
に
策

定
さ
れ
る
日
本
の
南
極
海
調
査
捕
鯨
の

方
針
や
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
代

表
団
か
ら
会
合
の
場
で
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
捕
鯨
反
対
の
国
々
か
ら
は
厳
し
い
意

見
も
出
ま
し
た
が
、
来
年
開
催
予
定
の

Ｉ
Ｗ
Ｃ
科
学
委
員
会
提
出
に
向
け
て
、

さ
ら
な
る
丁
寧
な
説
明
や
建
設
的
な
議

論
が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

鯨
類
を
含
む
水
産
資
源
を
持
続
的
に
利

用
す
る
と
い
う
立
場
で
す
。
近
年
、
増

加
し
た
ク
ジ
ラ
が
大
量
の
海
洋
生
物
を

捕
食
し
、
漁
業
と
の
競
合
や
海
洋
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
下
関
市
と
し
て
は
、
①「
捕

鯨
を
守
る
全
国
自
治
体
連
絡
協
議
会
」

と
連
携
し
て
日
本
政
府
を
応
援
し
て
い

く
こ
と
。
②
く
じ
ら
に
関
す
る
下
関
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
。
③
く

じ
ら
交
流
協
定
を
締
結
し
た
蔚ウ
ル

山サ
ン

広
域

市
南
区
を
中
心
に
、
く
じ
ら
で
韓
国
と

連
携
す
る
こ
と
。
こ
の
３
点
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

下
関
市
で
は
現
在「
日
本
一
の

く
じ
ら
の
ま
ち
」を
目
指
し

て
、
経
済
波
及
効
果
の
大
き

い
調
査
捕
鯨
船
団
の
基
地
化
を
目
標
と

し
た「
く
じ
ら
文
化
発
信
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
南

氷
洋
捕
鯨
基
地
で
あ
っ
た
下
関
で
は
、

く
じ
ら
は
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

水
産
都
市
発
展
の
原
動
力
で
し
た
。
か

つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
再
び
く
じ
ら
で
取

り
戻
す
た
め
、
く
じ
ら
を
取
り
巻
く
正

し
い
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
信
す

る
と
共
に
下
関
が
誇
る
く
じ
ら
文
化
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
年
１２
回
の

鯨
肉
給
食
や
小
学
生
対
象
の
下
関
く
じ

ら
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
長
門
市
と
の
く

じ
ら
交
流
事
業
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。　

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
６５
回
Ｉ
Ｗ
Ｃ（
国
際
捕
鯨
委
員
会
）

ス
ロ
ベ
ニ
ア
年
次
会
合
に
出
席
し
て

式
庁
舎
は
、
左
右
対
称
、
建
物
細
部

の
比
例
的
調
和
な
ど
か
ら
均
整
の
取

れ
た
外
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。
形
式

を
簡
素
化
し
、
水
平
線
を
強
調
す
る

点
な
ど
に
も
様
式
の
特
徴
が
よ
く
表

れ
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
設
計
は
、
逓
信
省
の
技
師

で
あ
っ
た
三み

つ
は
し橋
四
郎
で
す
。
彼
を
は

じ
め
、
こ
の
時
期
の
日
本
人
建
築
家

た
ち
は
明
治
初
期
に
西
欧
の
技
術
が

日
本
に
移
入
さ
れ
て
か
ら
西
洋
建
築

を
学
び
、
明
治
３０
年
代
前
半
に
は
本

格
的
な
西
洋
建
築
を
造
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

の
学
習
の
成
果
、
特
に
意
匠
上
の
修

得
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
建
物

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
、

現
役
の
郵
便
局
舎
で
あ
る
と
同
時
に

カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
、
活
用
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

会場で日本政府代表団の一員として、
会議を傍聴する中尾市長

第65回ＩＷＣスロベニア年次会合会場（2014年９月15日）
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※登録有形文化財…地域のシンボルとなっている建物など、特にその保存と活用が必要とされる身近
な歴史的建造物のうち、文部科学大臣が文化財登録原簿に登録した建築物や土木構造物などのこと

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

中
尾
市
長
の
似
顔
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
と
、
住
所
、
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
電
話
番
号
を
、

広
報
広
聴
課（
〒
７５０-

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番
１
号
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


